
10 国際学部
Ⅰ 教育理念と人材育成の目的
国際学部では、グローバル社会において地域と世界を繫ぐ役割を担う人材を育成するため、国際的な広い視点
からグローバル社会の課題を発見し、解決する能力と意欲を備えるとともに、自らの地域を愛し世界に発信する
ことのできる人材を育成することを目指している。また、国際性と人間性を兼ね備えた世界市民として多様な価
値観の人々と積極的に協働することができ、社会貢献できる人材の養成を眼目としている。
これからの人材に必要とされる資質や能力については、OECDにおけるキー・コンピテンシーの議論をはじめ
として、21世紀型スキル、汎用的能力など、これまで多くの提言が国内外でなされてきた。これは、将来におい
ても腐朽しない普遍的なコンピテンシーであると考えられている。
世界と地域が直接繫がるグローバル化の時代と予測不能な現代社会が共存する中、しなやかで優しさを持って
生きていけるよう、社会現象の本質を見抜く知識を有するとともに、多文化を理解し、またそれに対応できるコ
ミュニケーション能力をも有するグローバル人材の素養、そして国際的な広い視点から世界と地域の課題とその
解決を考え、日本と世界の両方で活躍することができるグローカル人材の素養の両者を併せ持つ「国際教養人」
の育成を目的とする。

Ⅱ 教育課程の基本方針
国際学部の学位授与方針（ディプロマポリシー）を達成するための基本方針は以下の通りである。

① 英語をはじめとする外国語教育の強化
英語のみならず副言語としての中国語の教育も行い、ビジネスや観光の場面で運用できる能力の育成を図
る。

② 豊かな教養と異文化理解の精神を身につける
世界の現象や変化を理解・分析し、地域や文化の多様性への理解を涵養することを目的とした科目を多く
配置している。

③ コミュニケーション能力の向上
英語と日本語の双方による対話型のカリキュラムを組むことでその実現を図る。

④ 課題解決能力の養成
世界諸地域と日本の言語・文化・社会に関する幅広い知識と両者の関係性に対する生きた想像力を礎とし
つつ専門科目を学ぶことができ、教養力やコミュニケーション力の基礎を十全に育成することができる。

Ⅲ 教育課程の構成と概要
上述の目的を達成するために国際学部の教育課程は⑴教養科目、⑵専門科目から構成されている。なお、詳細
は各学科の頁で紹介する。

― 82 ― ― 83 ―

10－1 国際教養学科
⚑ 教育理念と人材育成の目的
国際教養学科では、変化し続ける世界の中で、英語と中国語を中心とした高い言語運用能力を用い、世界の政
治や経済を社会科学の視座から分析し、社会現象の本質と情報の真贋を見極めることができる国際教養を身につ
け、さらには、世界の社会文化的多様性について確かな理解に基づき、主体的に共生・協働できる、日本と世界
を舞台に活躍できる「グローバル人材」の素養を身につけた人材の育成を目的とする。同時に、身につけた国際
教養を用いて地域の課題を分析し、地域の発展に貢献できる「グローカル人材」の素養のある国際教養人を養成
する。

⚒ ⚓つのポリシー
⑴ 学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）
国際教養学科は、履修規定によって必要単位を取得し、必要な修業年限を満たしたうえで、次の能力を身に
つけていると認められた学生に「学士（国際学）」を授与します。
・学術目的の言語使用に主眼を置いた英語、日本語および中国語の使用を前提とする複言語教育を通じ、学術
目的の言語使用を可能とする能力を身につけている。（知識・技能）
・専門分野における基本的な知識を系統立てて修得し、そこから得られた知見をもとに世界の諸課題を分析し、
研究成果としてまとめる方法論を身につけている。（知識・技能）
・複数の専門分野を総合的に理解するとともに、世界の諸地域の課題を理解し分析することのできる幅広い教
養を身つけている。（思考・判断・表現）
・グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や共感力を備えている。（思
考・判断・表現）
・生涯にわたって主体的に学び続ける意欲、および世界と地域の進歩・発展に寄与するための価値観を身につ
けている。（関心・意欲・態度）
・世界とつながるために地域社会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際感覚を身につけている。（関
心・意欲・態度）

⑵ 教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）
国際教養学科は「グローバル人材」と「グローカル人材」の素養を併せ持つ「国際教養人」の育成のため、
「全学共通科目」、「学部共通科目」、「国際教養科目」、「キャリア形成」、「語学研修」、「卒業研究」を編成しま
す。

① 教育内容
（知識・技能）
・学術的調査・研究のための英語を学ぶ「国際教養英語」科目群を配置する。
・社会科学から見る国際関係を学ぶ「国際政治経済」科目群を配置する。
・世界諸地域の文化や社会について学ぶ「国際地域研究」科目群を配置する。

（思考・判断・表現）
・地元地域について学び、地域振興や地域貢献、またキャリア意識にもつなげる「北海道スタディーズ」科目
群を配置する。
・学科の専門科目などを通じた学習を基に、自分が専門的に研究するディシプリンを定めた上で各種の情報を
収集分析し、課題解決へ導くために自ら発信・行動する「卒業研究プロジェクトⅠ～Ⅱ」を配置する。
・英語とともに中国語も必修とし複言語教育を行うことを通じて、異文化理解力と異文化コミュニケーション
力を高める。

（関心・意欲・態度）
・生涯にわたって主体的に学び続ける価値観を身につけるための「社会人基礎力」科目、および世界と地域の
進歩・発展に寄与するための価値観を身につけるための関連科目を配置する。
・｢ニセコ国際研修」、「短期語学研修」、「インターンシップ（国内外）」、「アウトドア・ツーリズム研修」など
の体験的な学修活動の充実を図る。
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